
「エンターテインメントコンピューティングシンポジウム (EC2013)」2013年 10月

観光行動情報収集アプリケーションと

観光ポートフォリオ生成・共有システムの開発

上田 智昭1,a) 若狭 亮司2 林 敏浩3 垂水 浩幸2 八重樫 理人2

概要：観光情報は，観光前の「事前情報」，現地での「現地情報」，観光後の「事後情報」の 3つの情報に分

類され，それぞれに応じた内容と形態で適切な情報を発信していく必要がある．現在，地方自治体の施策

の多くは，「事前情報」が中心であり，今後「現地情報」と「事後情報」による観光施策が望まれる．また

「事前情報」「現地情報」「事後情報」はそれぞれ密接な関係にあるにも関わらず，それぞれの情報をつなぐ

仕組みや仕掛けに関する取り組みや研究はほとんどない．

本稿では，観光客の現地での観光行動から「現地情報」を収集することができる観光行動情報収集アプリ

ケーションについて述べる．さらに本稿では，「現地情報」から「事後情報」である観光ポートフォリオを

生成するとともに，生成された観光ポートフォリオを新たな「事前情報」として利用することができる観

光ポートフォリオ生成・共有システムについて述べる．

Development of the application which can collect tourist information
and the system which can create tourist portfolio

Ueda Tomoaki1,a) Wakasa Ryoji2 Hayashi Toshihiro3 Tarumi Hiroyuki2 Yaegashi Rihito2

Abstract: Tourist information is classified into three, Pre-information, spot-information, post-information.
It is necessary to transmit information with a suitable content and form. The center of measures taken by
local governments about Tourist information is Pre-information. But Spot-information and Post-information
will be expected. This paper describes application which can collect information of tourist action. And this
paper describes the system which can create tourist portfolio from information of tourist action.

1. はじめに

近年，地域経済の活性化や地域振興の手段として観光産

業の重要性が増している．日本政府は，2012 年に「観光立

国推進基本計画」[1]を策定し，地域経済における観光産業

の活性化に取り組んでいる．「観光立国推進基本計画」は，

観光においてインターネットや情報通信端末など，情報通

信技術の活用の必要性について述べている．

安村 [2]や市川 [3]は，観光における観光情報は，観光前

1 香川大学大学院工学研究科

Kagawa University, Graduate School of Engineering
2 香川大学工学部

Kagawa University, Faculy of Engineering
3 香川大学総合情報センター

Kagawa University, Information Technology Center
a) s13g453@stmail.eng.kagawa-u.ac.jp

の「事前情報」，現地での「現地情報」，観光後の「事後情

報」の 3つの情報に分類され，「観光前」，「現地」，「観光

後」の 3段階に応じた内容と形態で適切な情報を発信して

いく必要があると述べている．「事前情報」は旅へいざな

う，観光へのきっかけとなる情報や，現地での食事，交通，

宿泊，娯楽等の情報を指す．「事前情報」の情報発信の媒

体となるものは，パンフレット，ガイドブックなどから，

ホームページやブログ，口コミサイトまで多岐に亘る．魅

力ある「事前情報」によって観光にいざなわれた観光客は，

現地で「現地情報」にふれる．「現地情報」は，観光ガイド

情報やヘルプ情報を指し，観光案内所や携帯電話，スマー

トフォン，専用端末など，情報発信の媒体も多岐に亘る．

有用な「現地情報」により観光を終えた観光客は，旅の思

い出を「事後情報」として記録する．「事後情報」もアルバ
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ム，ブログサイト，日記サイトなど情報発信の媒体は多岐

に亘る．「事後情報」は，新たな「事前情報」となり，別の

観光客を観光にいざなうきっかけとなる．

これまでの地方自治体の施策の多くは，「観光前」の「事

前情報」が中心で，「現地」での「現地情報」，「観光後」の

「事後情報」による施策の充実が望まれている．また「事前

情報」「現地情報」「事後情報」はそれぞれ密接な関係にあ

るにも関わらず，それぞれの情報をつなぐ仕組みや仕掛け

に関する取り組みや研究はほとんどない．

我々は，観光客の現地での観光行動を通じて「現地情報」

を収集することができる観光行動情報収集アプリケーショ

ンを開発した．我々が開発した観光行動情報収集アプリ

ケーションは，現地での観光行動を通じて生成される写真

や動画，音声なども含む様々な情報を収集・管理すること

ができる．また我々は，生成された「観光行動情報」から

「事後情報」である「観光ポートフォリオ」を生成する機能

を開発した．本研究では，「観光ポートフォリオ」は，「観

光行動によって生成された様々な情報をまとめたもの」と

定義しており，観光行動情報だけでなく観光行動を通じて

生成された写真や動画，音声などを含む様々な情報が含ま

れる．本研究によって，「現地情報」である「観光行動情

報」から，「事後情報」である「観光ポートフォリオ」を生

成することができるだけでなく，生成された「観光ポート

フォリオ」を，別の観光客を観光にいざなう「事前情報」

として利用することができる．

「観光行動情報」は観光客の観光行動であり，観光客の

プライバシー情報である．我々が開発した観光行動情報収

集アプリケーションは，観光客のプライバシーを守りつつ，

公開する情報を観光客自身が選択することができる方式を

採用した．

本論文では，観光客の現地での観光行動から「現地情報」

を収集することができる観光行動情報収集アプリケーショ

ンについて述べる．さらに本論文では，「現地情報」から

「事後情報」である観光ポートフォリオを生成する機能に

ついて述べるとともに，生成された観光ポートフォリオを

新たな「事前情報」として利用する方法について述べる．

本論文の構成を以下に記す．2．では，関連研究につい

て述べる．3．では，観光行動情報を収集することができ

る，観光行動情報収集アプリケーションについて述べる．

4．では，観光ポートフォリオ生成機能について述べる．5．

ではまとめと今後の課題について述べる．

2. 関連研究

観光における観光情報は，観光前の「事前情報」，現地で

の「現地情報」，観光後の「事後情報」の 3つの情報に分類

できる．2.では，「現地情報」に関わる観光支援，「事後情

報」に関わる観光支援についての関連研究について述べる．

「現地情報」に関わる観光支援には，観光案内やナビゲー

ションシステムに関する研究がある．垂水ら [4]は，GPS

機能付携帯電話を用いて共有仮想空間による観光案内シス

テムを開発した．垂水らが開発したシステムは，観光客が

共有できる仮想空間を構築し，構築された仮想空間を用い

て観光客に観光案内をすることができる．別所ら [5]は，ア

クティブ RFIDと赤外線を用いた鑑賞支援システムを開発

した．別所らのシステムは，施設内に点在する各作品まで

のナビゲーションを，音声案内・地図・写真などによって

提供することを可能としている．佐藤 [7]は，M-Spaceモ

デルを提案し，M-Spaceモデルに基づいたガイドシステム

を開発した．佐藤が開発したシステムは，ユーザの位置や

履歴によって異なる解説を流すことができる．Grabler[6]

は，3Dのツーリストマップを生成するシステムを開発し

た．これら多くのシステムは，観光案内や観光ナビを目的

としており，観光活動に通じて生成される写真や動画，音

声などを含む様々な情報を収集し管理することを目指した

仕組みやシステムの研究はほとんどない．

「事後情報」に関わる支援には，観光客の観光行動を分析

するシステムに関する研究が含まれる．Russo[8]は，テー

マパークの客を対象として，GPSデータとインタビュー

からテーマパークの運営に有効なデータを得ている．神田

ら [9]は，博物館や科学館など室内の観光スポットにおい

て，来館者の移動軌跡を収集し，観光客の行動パターンを

分析している．いずれの研究も，限定された観光活動を対

象としており，観光客が観光活動を通じて生成する写真や

動画，音声などの情報を収集したり，管理することはでき

ない．

我々は，観光客の現地での観光行動を通じて「現地情報」

を収集し管理することができる観光行動情報収集アプリ

ケーションを開発した．我々が開発した観光行動情報収集

アプリケーションは，現地での観光行動を通じて生成され

る写真や動画，音声なども含む様々な情報を収集・管理す

ることができる．観光行動情報収集アプリケーションは，

現地での観光活動によって生成される情報を収集・管理す

ることで観光において「現地情報」に関わる支援を目指し

ている点で他の研究や取り組みとは異なる．

また我々は，生成された「観光行動情報」から「事後情

報」である「観光ポートフォリオ」を生成し，生成された

観光ポートフォリオを観光客が共有する「観光ポートフォ

リオ生成・共有システム」を開発した．本研究では，「観光

ポートフォリオ」とは，観光行動によって生成された様々

な情報をまとめたものと定義しており，観光行動情報だけ

でなく観光行動を通じて生成された写真や動画，音声など

を含む様々な情報が含まれる．我々が開発したシステムに

よって，「現地情報」である「観光行動情報」から，「事後

情報」である「観光ポートフォリオ」を生成することがで

きるだけでなく，生成された「観光ポートフォリオ」を，

別の観光客を観光にいざなう「事前情報」として利用する
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図 1 観光行動情報収集アプリケーションと観光ポートフォリオ生成・共有システムの概要

ことが可能となった．これはすなわち，我々が開発した観

光ポートフォリオ生成・共有システムが，「事後情報」に関

わる支援と，「事前情報」に関わる支援を一緒に行うことが

できること意味しており，「事前情報」に関わる支援に関す

る研究や，「事後情報」に関わる支援に関する研究とは異

なる．

3. 観光行動情報収集アプリケーション

図 1は，観光行動情報収集アプリケーションと観光ポー

トフォリオ生成・共有システムの概要を表している．「観光

行動情報収集アプリケーション」は「観光行動情報収集・

管理機能」，「観光行動情報アップロード機能」，「観光行動

情報表示機能」から構成される．「観光行動情報収集・管

理機能」は，観光客情報と観光客の観光行動から観光行動

情報を収集し，収集された観光客情報と観光行動情報を管

理する機能である．「観光行動情報アップロード機能」は

「観光行動情報収集・管理機能」が生成した観光行動情報

を，「観光ポートフォリオ生成・共有システム」へアップ

ロードする機能である．「観光行動情報表示機能」は，「観

光行動情報収集・管理機能」によって生成された観光行動

情報を表示する機能である．

「観光ポートフォリオ生成・共有システム」は，「観光行

動情報アップロード機能」によってアップロードされた観

光行動情報から観光ポートフォリオを生成する「観光ポー

トフォリオ生成機能」と，観光ポートフォリオを観光客が

共有することができる「観光ポートフォリオ共有機能」に

よって構成される．「観光ポートフォリオ生成・共有シス

テム」については 4章で述べる．

「観光行動情報収集・管理機能」では，観光客情報と観

表 1 観光客情報の属性

対象 属性 タグ名 内容

観光客 氏名 name 観光客の氏名

年齢 age 観光客の年齢

性別 sex 観光客の性別

住所 address 観光客の住所

表 2 観光行動情報の属性

属性 タグ名 内容

名前 name 観光地名

日時 datetime 日時

滞在時間 staytime 観光地の滞在時間

観光種別 category 観光行動の種別

緯度 latitude GPS で取得された緯度

経度 longitude GPS で取得された経度

コメント comment 観光客のコメント

メディア media メディアファイルへのリンク情報

その他 etc 費用等

光行動情報を収集・管理することができる．表 1は，「観

光行動情報収集・管理機能」によって収集される観光客情

報の属性を表しており，氏名，年齢，性別，住所から構成

される．表 2は，「観光行動情報収集・管理機能」によって

収集される観光行動情報の属性を表しており，観光地の名

前や，観光地の滞在日時や時間，観光行動の種別，緯度や

経度を用いた位置情報や観光客がよせたコメントの他，画

像，動画，音声など観光行動を通じて生成された多様な情

報へのリンク情報から構成される．

また，観光行動情報は，観光客のプライバシー情報である

ため，観光行動情報のアップロードは，PLR(Personal Life

Repository)[10]を参考に，本研究では，観光客自身が公開
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<?xml version=”1.0” encoding=”utf-8”>

<spot arg=’sight’>

<name> バカ一代で かけうどん中 を食べた </name>

<datetime>201302161135</datetime>

<staytime>1500</staytime>

<category> 食事 </category>

<latitude>34.336766</latitude>

<longitude>34.336766</longitude>

<comment> バカ一代でかけうどん中を食べた。

お昼時だから少し並んだけど、ボリューム満点で

お腹いっぱいになった。</comment>

<media>20130216 000001.jpg</media>

<etc>270 円 </etc>

</spot>

図 2 観光行動情報

する情報を取捨選択できる仕組みを採用した．PLRは，個

人や家族が本人の個人属性や行動履歴などのデータを管理

し，自らの判断に基づいて，そのデータを他者と共有する

ための仕組みである．観光客が公開する観光行動情報を取

捨選択できる方式を採用したことで，観光客の個人情報が

意図せず公開されることを防ぐことが可能となった．

本研究で開発した，観光行動情報収集アプリケーション

は，AndroidOS 4.1以上で，カメラ，GPS，NFCが内蔵さ

れたスマートフォンやタブレット型 PCで動作可能である．

図 2は，「観光行動情報収集アプリケーション」が生成

した観光行動情報を示しており，それぞれの観光行動情報

に表 2によって定義されたタグを付与することで，観光行

動情報の意味づけをおこなっている．

図 3 は，開発した観光行動情報収集アプリケーションの

観光行動収集・管理機能において生成された観光行動情報

を，観光行動情報表示機能を用いて表示したものである．

図 3 は，図 2で示した香川県高松市のうどん店での食事に

おける観光行動情報を表している

4. 観光ポートフォリオ生成・共有システム

観光ポートフォリオ生成・共有システムは，観光ポート

フォリオ生成機能と観光ポートフォリオ共有機能からな

る．本研究で開発した，観光ポートフォリオ生成・共有シ

ステムは，Apach HTTP Server, PHP, Oracle MySQLで

構成される．4.1では，観光ポートフォリオ生成機能につ

いて述べる．4.2では，ポートフォリオ共有機能について

述べる．

4.1 観光ポートフォリオ生成機能

本研究では，「観光ポートフォリオ」とは，観光行動に

よって生成された様々な情報をまとめたものと定義してお

り，観光行動情報だけでなく観光行動を通じて生成された

写真や動画，音声などを含む様々な情報が含まれる．観光

図 3 観光行動情報表示機能

ポートフォリオ生成機能は，観光行動情報収集アプリケー

ションの観光行動情報収集・管理機能によって収集された

観光行動から，観光ポートフォリオを生成する機能である．

観光ポートフォリオによって，観光客は観光後に自身の一

連の観光活動を振り返ることができる．これはすなわち，

観光情報における「事後情報」といえる．観光ポートフォ

リオを閲覧するために，本研究では，Webサイトや Blog

を作成できるウェブソフトウェアのWordPressで表示可

能な形式とした．WordPressで表示可能な形式したことに

よって，観光客は自身の一連の観光行動を表現することが

可能となった．

4.2 観光ポートフォリオ共有機能

観光ポートフォリオ共有機能は，観光ポートフォリオ生

成機能によって生成された観光ポートフォリオを，ウェブ

ソフトウェアのWordPressを用いて表示することで，観

光客同士がポートフォリオを共有する機能である．我々が

開発した観光ポートフォリオ共有機能は，WordPress3.1.4

を使用し，PHP 5.1.6，MySQL 5.0.95で動作している．観

光ポートフォリオ共有機能は，WordPressのインポート機

能を用いて，観光ポートフォリオ生成機能で生成した観光

ポートフォリオを取り込むことによって，観光客同士で相

互に観光ポートフォリオを共有することができる．

図 4は，図 2から生成された観光ポートフォリオを，観
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図 4 観光ポートフォリオ

光ポートフォリオ共有機能を用いて表示したものである．

5. おわりに

本論文では，観光客の現地での観光行動から「現地情報」

を収集することができる観光行動情報収集アプリケーショ

ンについて述べた．さらに本論文では，「現地情報」から

「事後情報」である観光ポートフォリオを生成する機能に

ついて述べるとともに，生成された観光ポートフォリオを

新たな「事前情報」として利用する方法について述べた．

我々が開発した観光行動情報収集アプリケーションは，

現地での観光行動を通じて生成される写真や動画，音声な

ども含む様々な情報を収集・管理することができる．すな

わちこれは「現地情報」に関わる観光支援である．

また我々は，生成された「観光行動情報」から「事後情

報」である「観光ポートフォリオ」を生成し，生成された

観光ポートフォリオを観光客が共有する「観光ポートフォ

リオ生成・共有システム」を開発した．我々が開発したシ

ステムによって，「現地情報」である「観光行動情報」か

ら，「事後情報」である「観光ポートフォリオ」を生成する

ことができるだけでなく，生成された「観光ポートフォリ

オ」を，別の観光客を観光にいざなう「事前情報」として

利用することが可能となった．これはすなわち，我々が開

発した観光ポートフォリオ生成・共有システムが，「事後情

報」に関わる支援と，「事前情報」に関わる支援を一緒に行

うことができることを意味している．

現在，観光行動アプリケーションおよび観光ポートフォ

リオ生成・共有システムに有効性を確認するフィールド実

験を検討している．
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